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新新型型 PP&&TT シシスステテムム SSttrraattuumm をを用用いいたた  

カカビビ臭臭原原因因物物質質のの高高感感度度分分析析とと高高速速分分析析  

 
＜要旨＞ Stratum P&T システムは従来の P&T システムと比較し、 
低デットボリュームが極めて少なく、かつ不活性な仕様となっており、 
微量分析の高感度化、キャリーオーバーの低減に非常に有効な装置で 
す。さらに Agilent の 7890A/5975CTAD システム、キャピラリ・フロ 
ー・テクノロジー（CFT）と組み合わせることにより、効率的な分析 
が可能となります。 
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1. はじめに 
 カビ臭原因である 2-メチルイソボルネオール

（MIB）、ジェオスミンは規制値が 10ppt と非常に

低いうえに、実際には規制値の 1/10 である 1ppt ま
での検出が分析装置に求められます。 
 P&T による分析法はヘッドスペース法による分

析と比較し、濃縮が可能、水分除去ができる点など、

高感度分析において様々な利点があります。 
 一方で装置構成が複雑となり、カラム交換に時間

を要する事や、サンプルパスが長くなる事による目

的成分の吸着、キャリーオーバーが問題となるケー

スが見受けられます。新型のP&TシステムStratum
ではこれらの問題を解決できるような仕様となって

いるのに加えて Agilent GC/MS システムと組み合

わせることにより効率的な分析が可能となります。 
 
2. 測定条件 
装置     : Agilent 7890 GC/5975C TAD 
カラム        : DB-5MS ウルトライナート 

      30m, 0.25mm, 0.25µm 
注入法        : パルスドスプリット 3:1 
パルス圧      : 28psi 4min 
注入口温度    : 220℃ 
オーブン     :40℃(5min)-6℃/min-155℃ 

     -25℃/min-260℃(3min) 
カラム流量    : 1.2 ml/min 
インターフェース温度: 240℃ 
イオン源温度        : 230℃ 
四重極温度     : 150℃ 
ドローアウトプレート: 6mm 
サンプル量  :20ml 
塩析       :あり 
 
3. 結果 
 2-MIB、ジェオスミン各 1ppt の SIM クロマトグ

ラムを Fig.1 に示しました。両化合物ともに、S/N
比が 50 以上と非常に高感度な結果が得られてまし

た。 
 また、1, 5, 10, 50, 100 ppt での検量線の決定係数

は r2=0.999 と良好な直線性が得られました。100ppt 
を分析した後、ブランク水を分析し、システムのキ

ャリーオーバーを確認すると、1ppt 以下とキャリー

オーバーが極めて少ないことが確認できました。 
これらの結果は、P&T-GC/MS システム全体が、非

常に低デットボリュームであり、不活性度に優れて

いることを示しています。 

  2-MIB (m/z: 95, 107, 108)

ジェオスミン(m/z; 112, 111, 125) 

Fig.1  1ppt の SIM クロマトグラム 
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4. 高速分析 
 Stratum-7890A/5975CTAD システムでは上記の

ように高感度分析が安定して達成できます。しかし、

従来のメソッドでは分析時間が 30 分程度、システ

ムでのサイクルタイムは 40 分程度と時間がかかっ

てしまいます。そこで Stratum メソッドの最適化と、

Agilent の CFT を組み合わせることにより、サイク

ル時間が 20 分、1 時間に 3 検体の処理が可能なメソ

ッドを提供することが可能になりました。 
 CFT のデバイスには一番シンプルなパージ付き

ユニオンを使用することにより、 
・バックフラッシュによる時間の短縮 
・ベントなしでの分析カラムの交換 
が実現されます。 
 
5. 高速分析条件 
カラム : DB-5MS ウルトライナート 

20m, 0.18mm, 0.18µm(分析カラム) 
0.85m, 0.15mm, 0.15�m(リストリクタ) 

注入法       : パルスドスプリット 8:1 
注入口温度   : 200℃ 
オーブン     :40℃(3min)-12℃/min-160℃ 

     180℃で 5 分間バックフラッシュ 
サンプル量  :20ml 
塩析     :なし 
その他の条件は上記 2.測定条件と同一。 
 
6. 高速分析結果 
 高速分析メソッドによる標準溶液、1ppt の SIM
クロマトグラムを Fig.2 に示しました。1ppt におい

ても Q-ion（確認イオン）で十分な感度が得られて

いるため、実サンプルにおいてもピークの同定に心

配がありません。また、検量線の結果も 1-100ppt
において、決定係数 0.999 以上の良好な直線性、％

RSDが 3％程度の非常に良好な繰り返し再現性が得

られました(1ppt, n=6)。 
 このメソッドで河川水の分析を行いました。SIM
クロマトグラムを Fig.3 に示しました。実サンプル

においては m/z=95 がマトリックスによる干渉を受

けやすい例が多いですが、本メソッドでは十分な感

度が得られるため、他の SIM で設定したイオンを使

用して再解析することが可能です。 

  

 

 

 
 
 

2-MIB (m/z: 95, 107, 108, 135,150) ジェオスミン (m/z: 112, 111, 125, 126, 149)

Fig.2 高速メソッドによる 1ppt の SIM クロマトグラム 

2-MIB (m/z: 95, 107, 108, 135,150)

14.5ppt

ジェオスミン (m/z: 112, 111, 125, 126, 149)

5.7ppt

Fig.3 高速メソッドによる河川水の分析

例
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